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認定NPO法人
虹色ダイバーシティ

村木　真紀 info@nijiirodiversity.jp

LGBTQの多くは社会的にカミングアウトしていないため課題が見え
にくいですが、コロナウイルスに対してより脆弱な層であると考えま
す。アメリカでは有色人種の死亡が多いという調査結果が発表され
ましたが、非正規雇用の多さ、医療機関での差別経験、貧困率の高
さ、マイノリティ・ストレスによる喫煙率の高さやメンタルヘルスの悪
さ、HIVや慢性疾患による健康リスクの高さ等、LGBTQも同じ状況で
す。

学術機関と連携して、LGBTQの貧困や健康の問題を可視化するた
めの全国調査（オンラインでのアンケート）を実施し、その結果を報告
書にまとめ、広く公開します。この調査は継続的に実施しているもの
であり、今年もしっかりデータを集めることができれば、経年変化（コ
ロナウイルスによる影響）を可視化することができます。

2020年6月〜2020年7月（予定）
現在は設問設計中

30万円〜100万円程度 2,000人〜3,000人の声を集めることを
目標にします

私たちは今までほぼ自団体の負担で調査を
行ってきましたが、企業や行政のLGBTに関
する対面での研修がほとんど中止・延期さ
れているため、団体自体が財政的な危機に
陥っています。私たちの団体は当事者が運
営しており、調査研究の成果を広く公開して
いることが知られているからこそ、当事者の
貴重な声を集めることができています。累計
1万人以上のLGBTや支援者の声を集めた
調査は、国際的にも貴重と言われていま
す。この調査を継続するため、是非ご支援を
お願いいたします。

過去の調査報告書
https://nijiirodiversity.
jp/category/open-
data/questionnaire/

認定NPO法人
D×P 今井　紀明

dp.n-
imai@dreampossibility.

com
09062110278

10代の不登校の高校生の就職・進学の課題をライン相談で解決して
いきます。不登校自体はこの20年で少子化にも関わらず約18万人
ほどいますが、コロナの影響下で不登校の数自体もより増えると予
想しています。実際にライン相談を弊社でも運営していますが、コロ
ナの影響で増えています。現状800名強の生徒から相談を受けてい
ます。2018年から全国から相談を受けてきて、在宅ワークや様々な
企業と10代をつなげてきた実績があるのでPCなども提供しながら働
き先を開拓・提供をしていきます。また、相談だけだとアプローチが弱
いので、Yay!という10代のSNSとも提携し雑談から10代とつながり
ニーズを拾っていきます。

ライン相談自体はラインを使い全国の10代が対象者になります。在
宅ワークは場所は関係ないため、どこでも仕事をすることが可能で
す。これまで外資系や日系企業含めて様々な企業とつなげてきたり、
進学にもつなげてきました。ライン相談自体は信頼関係構築→オンラ
イン面談→アクションの繰り返しで生徒によって期間はバラバラです
が就職や進学に結びついていくので、スタッフを増やして実施してい
くことができればと思っています。また3年後には行政の予算化を目
指します。

2020年4月〜2021年3月 50万円〜1,500万円 2,000名

D×Pのライン相談事業は対象者が幅広いで
すが、エンジニアやゲームライターや一般企
業への就労など幅ひろく繋げてきています。
ニーズも今回非常に大きいので、ぜひ宜しく
お願いします。

https://prtimes.
jp/main/html/rd/p/000000002.
000053323.html

団体HP
https://www.dreampossibility.
com/

認定NPO法人
育て上げネット

工藤　啓 kudo@sodateage.net 09024469082

若者の就労支援に取り組みます。リーマンショック後、日本型雇用慣
行により、若年層の新規採用抑制と非正規化で就職氷河期世代が
生まれました。当時、多くの公費も投入され、人材系企業も参入しま
したが、既存の雇用慣行を変更しないまま大きなインパクトを出せま
せんでした。

私たちは東京都立川市を拠点に、オンラインで若者との接点を作り、
オンラインでインターンシップや企業との接続、自ら稼ぐスキルを獲
得する機会を提供します。現在から数年後に大きな負のインパクトに
なるのは若年層の不安定雇用です。

これまでの対面支援主義からオンライン支援に切り替えての成功モ
デルはこれからの社会的な雇用支援モデルになると考えます。

若者に対する就労支援を首都圏で行います。実施スタイルは原則オ
ンラインで、通信環境やデバイスを準備できない個人・家庭には貸与
して行います。

現在、採用活動をしている企業にはインターンシップや面接をオンラ
インベースで行いますが、当面は採用活動を行わない企業も少なか
らず出てくると思います。

その間は、アフターコロナ時代に活用が進むオンラインでのコミュニ
ケーション、プログラミング、プロジェクトベースドラーニングを行いま
す。また、自らの才能や経験で仕事を作る学習と実践機会も提供し
ます。

過去から現在までの成育環境および家庭経済環境が厳しかった若
者を中心に、概ね3か月を目途に、1クール15名程度を3クール回し
ます。

準備期間を含め、2020年5月〜2021年3月末を予定 10万円〜180万円
低所得・低学歴家庭であった若者で、
働くことを希望するもの。
15名×3クール＝45名

若者は15歳から30代とされており、リーマン
ショック後を見たとき、この層が働くことがで
きず、就職氷河期世代が生まれました。日
本型雇用の維持が前提であった前回以上
に厳しい社会環境ではありますが、むしろ、
既存の雇用慣行が崩れやすいなかで、昭和
型の働き方が難しかった若者たちの才能と
可能性が拓く可能性・機会を一緒に創って
いただきたいです。主にオンラインをベース
にしての仕事でも問題ないという企業を紹介
していただきたいです。

団体HP
https://www.sodateage.net/

認定特定非営利活動法人
Teach For Japan 中原　健聡

takeaki.
nakahara@teachforjapan.

org

日本全国の公立学校の教育機会・環境格差是正の取り組みます。
今回のCOVID-19による影響は、不測の事態に対応できる学校とそ
うでない学校の格差を露呈しました。その格差は子どもの学習機会
の格差に直結しています。現場の先生方は、自治体や国の要請を受
けて、日々学校運営に工夫が求められれていますが、目の前の事態
に対応するICT等の運用だけでなく、コロナが終息した後の時代を見
据えた準備をすでに始めないといけません。テクノロジーの役割と人
の役割を整理し、教育の機会の均等と教育効果の公平を目指すた
めの教育システムの構築をこの機会に現場レベルから策定し、教員
養成・採用・研修の一体的な改革を含めた新たな教育環境（制度）の
整備を目指します。

すべての子ども達が素晴らしい教育を受けられる世界を目指し、喫
緊の課題感に対応するアクションを2つと、これからの教師の役割を
再定義し、学校現場の価値を新たな軸で創造する中長期的な視点
のアクションを行います。
⑴喫緊の課題のアクションは①休校措置に伴う学習の機会を担保す
るための研修を連携自治体（福岡、大阪、奈良、埼玉、東京）の学校
に実施します。②Teach For Japanの修了生が行っている休校措置
に伴う学習の機会の提供実践事例を発信します。
⑵中長期的な視点教育のあり方自体を考える研修とは、今回の影響
からこれからの学校教育を再定義し、教師の役割や学校現場の価値
を新たな軸で創造するためのものです。そのマインドセットをつくる研
修の機会を学校現場の先生方へ提供します。

2020年5月～2020年12月 1,000万円程度

約450名～600名の先生に研修を実施
（1校当たりの職員30～40名×15校）
し、約13,500名～18,000名（一人の教
師あたり少なくとも30名にリーチするこ
とから）の児童生徒への教育効果へ繋
げる。

Teach For Japanは世界53か国に展開され
るTeach For ALLというグローバルネット
ワークの一員であり、すべての子ども達が
素晴らしい教育を受けることができる世界の
実現を目指しています。今回のCOVID-19
は世界中が共通して迎えている困難であ
り、日本以外の国でも今回の難局は子ども
達の学習の機会に影響しています。我々は
日本でのグッドプラクティスをTeach For 
ALLのネットワークを通じて、世界の仲間に
共有することで、世界中の子ども達の教育
機会・環境の格差是正に発展させます。

団体HP
https://teachforjapan.org/

認定NPO法人
Homedoor 松本　浩美 info@homedoor.org 661477018

生活困窮状態に陥った人のホームレス化を防ぎます。ただでさえ収
入が減り不安定な状況に置かれている人が増える中、4月14日より
大阪府ではネットカフェや漫画喫茶への休業要請が出されており、多
くの生活困窮者が住まいを失うことが想定されます。
しかしながら、大阪府はその間の宿泊施設を特別に用意することは
しないと明言しています。以前より大阪市が所有しているシェルター
は1部屋に2段ベッドが100床ほどある「三密」を回避することができな
い環境のため、ウイルスの感染拡が取り沙汰される今、最も避ける
べき場所です。
住まいがないと仕事に行くこともままならないため、ハウジングファー
スト（＝ホームレス状態にある人の困難にはまず安心できる住まいを
得られるようにするという考え）を進めていく必要があると考えます。
「STAY HOME」が推奨されているからこそ、家がない人への支援を
重点的に行なっていくべきです。

生活困窮状態ならびにホームレス状態の人へ電話、メール、来所に
て相談対応を行うとともに、一時的住居および食料の提供、公的支
援へのつなぎ、一般企業の仕事紹介など多角的な支援を行なってい
きます。対象者は大阪市内に生活の拠点を置く困窮状態の人を中心
としますが、日本全国から当法人を目指して来阪される方も多いの
が現状です。
大阪市北区にて18室のシェルターを運営していますが、現在常に満
床の状態です。相談者は激増しており、前年度の同時期と比べると
2.6倍となりました。ウイルスの影響を受けての相談は全体の30%を
占めています。住まいを失った人が続々と宿泊を希望し来所されま
すが、お断りせざるを得ない心苦しい状況が続いています。
相談にこられたすべての人に今後の方針が決定するまで、ホテルな
どの宿泊施設に滞在してもらい、安心して今後を考えられる環境を構
築する仕組みを確立したいと考えています。

2020年4月〜2020年6月(予定)
200万円程度
（宿泊費、食費、宿泊者に
渡す衛生用品に充当予定）

生活相談者：約300名（電話・メール・
来所含む）
一時宿泊者：約100名（1人1週間を想
定）

支援を希望してくださる方へ
「ホームレス状態になるということは、けっし
て他人事ではなく明日は我が身の話なんで
す。」とこれまで多くの人にお伝えしてきまし
た。しかし、自己責任論が根強い日本では
なかなか正しい認知は広まりませんでした。
今この局面において、「自分はホームレス問
題と無関係だ」と思える人はそう多くないの
ではないでしょうか。多くの人が生活に不安
を感じている今だからこそ、社会全体でホー
ムレス問題にスポットを当てるムーブメントを
つくっていき、誰一人としてこぼれ落ちること
のない頑丈なセーフティネットを築いていくこ
とができればと思っております。ご支援のほ
ど、何卒よろしくお願いします。

2018年度のアニュアルレポート
http://u0u0.net/Zkw0

代表の経歴のわかるインタ
ビュー記事
https://www.businessinsider.
jp/post-205724



特定非営利活動法人
トイボックス

齊藤　由実 smile@npotoybox.jp 0727511145

大阪府池田市にて日本初の公設民営のフリースクールを18年運営
しています。不登校支援のさきがけ的存在として、全国からここに入
学するために転入して来る状況の中でも池田市の不登校数が4割減
るなどの成果を出してきました。
この成果が出せたのは家庭訪問、個別支援、スクーリング含め、一
人一人の事情や状況に丁寧に寄り添う支援の結果ですが、この状況
の中で突然に信頼する先生とも友人とも会えないという状況に陥り、
これが長期に続く中で生徒も家庭も疲弊してきています。
今までは不可能と考えてきた「会わずに寄り添う」というかたちのソー
シャルワーク、支援のかたちを緊急に開発し、実施しなければならな
い局面となりました。
授業料収入が途絶え、職員も在宅勤務という状況の中ではあります
が、電話、オンラインのツールやSNS等を活用し、通常以上に丁寧で
手厚い支援により難局を乗り越えたいと考えます。

「会えない中でも寄り添う」支援方法の開発と実施。
現在在籍している生徒が在住する関西一円でまずは電話、テレワー
ク、青空教室などの方法でホームルーム、授業、個別支援や個別相
談を実施します。
現在、職員が手分けして一軒一軒に電話し、子どもの状況、オンライ
ン環境などについて聞き取りをしていますが、wifi環境もデバイスもな
いというご家庭もあり、何らかの手段で繋がるまでのソーシャルワー
クを遠隔で実施している状況です。
生徒・ご家族とともにスモールステップでトライ＆エラーしながらそれ
ぞれに合った支援方法を進めます。
これをきっかけに今まで通ってくることができなかった全国の不登校
状態にある子ども達にも初期段階の支援をひろげることができるよう
になればと願っています。

2020年4月〜学校休止期間が終了するまで 200〜500万円
不登校、ひきこもり、発達障害等の課
題をもつ子どもとその家族×100世帯

https://www.youtube.com/watch?
v=DXn8643ozZQ&fbclid=IwAR0uuMg95I
RSSvwQfgsRlq65XWICE_HtAQbkkg5hs-

7iKrQwq8LzDRrbsj8

団体HP
https://www.npotoybox.
jp/toybox/

特定非営利活動法人
エイズ孤児支援NGO

PLAS
門田　瑠衣子 info@plas-aids.org

新型コロナウィルスはアフリカでも危機的な状況をもたらしています。
アフリカの多くの国では、保健医療システムが十分に整備されておら
ず、重症化した際に対応できる病院はほとんどありません。衛生面で
も、十分に整備がされておらず、例えば、わたしたちの活動するケニ
アの地域は、約8人に1人しか清潔な水にアクセスできません。さら
に、ロックダウンや経済悪化、物価上昇が影響し、食べることさえでき
ない、危機的な状況にあります。
HIV陽性のひとり親家庭や貧困家庭、HIV陽性の若者は、地域の中
でも特に困難な状況に置かれています。
「私たちのような貧しい人から亡くなっていく」とう現地の声を聴き、緊
急支援を行うことを決めました。

ケニア、ウガンダのHIV陽性のひとり親家庭や貧困家庭などへ緊急
支援を届けます。期間は未定ですが、1年ほど支援の必要な期間が
あると想定しています。
○感染予防
石鹸や簡易手洗い場の設置、手洗い方法の啓発、感染予防の啓発
を行います。
例えば、1家庭に約3か月分の抗菌石鹸を配布し、手洗い等の啓発
を行います。また、14の村で村長の協力の下、手洗い場を設置し啓
発活動を行います。
○食糧・生計支援
食糧等を提供します。ロックダウンで輸送が困難な場合は受益者へ
の直接の寄付送金も検討します。また、小規模ビジネスを継続、再開
するためのサポート、研修や開業の支援を行います。
例えば、ケニアでは、HIV陽性ひとり親家庭に約16,200食を届けま
す。米、トウモロコシ、豆をパッケージにし、90家庭（約540名）に1か
月分の食糧を届けます。

2020年4月～2021年3月

400万円
現在決定している事業の実
施費用。今後さらに支援が
必要とると思いますが、現
時点では400万円程度が
必要です。

低所得家庭、HIV陽性のひとり親家庭
・・・食料配布を200世帯。感染予防啓
発は14の村で村長の協力の元実施
し、カバーする人口は約8万人程度。

クラウドファンディングを実施しています。
https://camp-fire.jp/projects/view/255867
わたしたちが支援を届ける一人、リディア
（41歳）さんという女性がいます。リディアさ
んは、HIVとともに生きていて、5人の子ども
を育てています。夫はHIVで亡くなりました。
地元の特別学校で臨時スタッフとして月収
2,700円ほどで働いていましたが、コロナウ
イルスの影響で全ての学校が休校し、収入
は途絶えてしまいます。
このような状況では、子どもたちに十分に食
事を与えることさえできません。リディアさん
だけでなく、このように困難な状況に陥って
いる貧困家庭が多くいるのです。「生きる」た
めに感染予防と食糧を届ける。わたしたち
はこのプロジェクトで、人々の命をつないで
いきます。ご支援の程、どうぞよろしくお願い
いたします。

団体HP
https://www.plas-aids.org/


